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歯歯内内療療法法のの治治癒癒ににつついいてて ④④

根管形成

1970年代では根管充填材を根管の中に隙間なく充填

しやすいように形成を行っていました。その結果X-Ray

では完壁に充填されているように見えても様々なトラ

ブルが生じました。これは必要な所の形成がなされて

いない、また不必要な所が形成されすぎるということ

が起こっていました。我々歯科医師の目的は治癒です

ので、必要な所の形成を行い、不必要な所の形成を行

わないというEBMがありませんでしたので様々なト

ラブルが出現しました。また現在でも治癒を目的とし

ない根管形成が残っています。我々歯科医師はプロ

フェッショナルですので、どのような根管形成が患者

にとってより良いものかを考えた上で根管形成を行い

たいものです。

根管充填後および治療後に生じるトラブルの原因

①エンド三角の削除

これはなぜエンド三角ができたのかを考えれば削除

することが大変危険であるということです。例えば日

常の臨床で上下第１大臼歯の近心根および近心頬側根

の歯牙の破折が生じています。この三角は咬合圧、側

方力、歯質の変化等により、この場所に象牙質の厚み

が必要であるからです。

②エルボーの出現

これは根管形成する機械、器具の使用の誤りです。

根管がワン曲しているのに硬い器具を使用すると根管

の形を壊して直線に形成してしまいます。

③トランスポーテイション

これは根管ではない所を形成することをいいます。

この原因は根管形成する機械、器具、薬品の使用誤り

です。よく削除できる器具を用いることや、象牙質を

キレーションすることにより生じます。正しい根管形

成、正しい根管長の測定ができ、正しい作業長の診断

ができ、正しく根管形成する番号の診断ができ、その

後元々あった根管の形を壊さずに形成することです。

１．診療所にある機械、器具を知る。

２．診療所にある象牙質に作用する薬品を考える。

以上、元々の形をそのままに診断した作業長、太さ

まで形成を行うことにより治癒（根尖孔、アクセサリー

キャナル、側枝のセメント質による閉鎖）が生じます。

普通の根管

＃10Ｋまたは＃８Ｋファイルを用いて根管長の測定

を行いますが、その前に髄腔内へGly-oxideを１滴入

れます。これは根管内の潤滑と有機物質の分解を行

い、象牙質がキレートしません、また測定値にも影響

しません。そして根管形成の太さの決定を行います。

＃15Ｋファイルを用い作業長の確認後、順次ファイリ

ングを行います。その途中でＫファイルと根管とが沿

わなくなります（図４）。そこで沿わなくなったＫ

ファイルと同じ番号の軟らかいＫファイルを用いると

根管に沿って作業長まで入ります（図５）。そしてま

た順次軟らかいＫファイルでファイリングを行いま

す。その途中で軟らかいＫファイルと根管とが沿わな

くなります（図６）。そこで沿わなくなった軟らかい

Ｋファイルと同じ番号のNiTi手用ファイルを用いる

と根管に沿って作業長まで入ります（図７）。そして

また順次NiTi手用ファイルでファイリングを行いま

す。その途中でNiTi手用ファイルと根管とが沿わな

くなります（図８）。そこで沿わなくなったNiTi手用

ファイルと同じ番号のNiTiロータリーファイルを用

いると根管に沿って作業長まで入ります（図９）。そ

してまた順次NiTiロータリーファイルで最初に診断

し決定した根管形成完成番号までファイリングを行い

ます（図10）。

２回ワン曲している根管

１．＃10Ｋファイルまたは＃８ファイルを用い、根管

長の測定を行います（普通の根管と同じ術式）。

２．＃15Ｋファイルを用い作業長の確定を行います

（図①②）。その後ライトスピードを用い太さの確認

を行い、根管形成の番号の決定を行います（普通の

根管ワン曲30°以上と同じ術式）。この場合は２回ワ

ン曲していますので１回ワン曲が終わった所と作業

長までと２つの太さの確認を行います。

３．＃15、04テーパーロータリーファイルを用い１回

目のワン曲を越え、２回目のワン曲の手前まで形成

します。２回目のワン曲はまだ何もしていません。ワ

ン曲30°以上と同じでワン曲、エンド三角もそのまま

です。

４．＃15、06テーパーロータリーファイルを用い１回

目のワン曲を越え、２回目のワン曲の手前まで形成

します。ワン曲30°以上と同じで根管形態は元のま

まで06テーパーになっているだけです。その時根管

口の入口は55番ぐらいになっています。

５．ライトスピードを用い何番から使用するのかを診

断します。診断の結果、２回目のワン曲の手前まで

入らない番号より形成をスタートし、２．で決定し

た根管形成の番号まで形成を行います（図③④）。

６．２回目のワン曲の所から作業長までの根管形成は

＃15、04を用い、その後＃15、06を用います（図⑤

⑥）。そしてNiTiハンド用を使用して２．で決定し

た根管形成完成の番号まで形成を行います（図⑦

⑧）。この時にGly-oxideを使用していないと、元

あった根管に種々の物質が２回目のワン曲部に入り

込んでファイルが使用できなくなります。いわゆる

閉鎖した根管となります。また、２回ワン曲してい

るケースではワン曲の直径が大きいですので、この

ようにすれば安全に根管形成が可能となります。

図１ 根管の長さを測る

ワン曲30°以上（Ｘ線写真の診断）

１．＃10ファイルまたは＃８ファイルを用い根管長の

測定を行います（普通の根管と同じ術式）。

２．＃15ファイルを用い作業長の確認を行います（図

⑨⑩）。その後ライトスピードを用い太さの確認を

行い、根管形成完成の決定を行います。

３．＃15、04テーパー NiTiロータリーファイルを用

い、作業長まで形成を行います。＃15Ｋファイルが

入っている根管でワン曲しているだけですので、＃

15、04テーパーにするだけですので、ワン曲もその

まま、エンド三角もそのままで形成できます（図⑪

⑫）。

４．＃15、06テーパーNiTiロータリーファイルを用

い、作業長まで形成を行います。これも04テーパー

から06テーパーにするだけですので根管形態はその

ままで06テーパーになっているだけです。この時根

管口の入口は60番ぐらいになっています（図⑬⑭）。

５．ライトスピードを用い、何番から使用するのかを

診断します。診断の結果作業長まで入らない番号よ

りライトスピードで形成をスタートし、２．で決定

した根管形成完成の番号まで形成を行います（図⑮

⑯）。また90°以上ワン曲しているケースではライト

スピードを手で形成して下さい。

根管洗浄

①化学的洗浄

次亜塩素酸ソーダ10％と過酸化尿素10％で洗浄しま

す。これは根管内および象牙細管内の有機物質を分

解、溶解します。

②物理的洗浄

超音波スケーラーにて行います。ただし根管内で側

壁を削除しないようになっている機械を使用します。

根管内の消毒、根管内に使用する薬、薬害、および

根管充填は次回に解説します。

（つづく）

図２ 作業長の決定

図３ 根管形成のファイルの
決定

図４ Ｋファイルと根管が沿
わなくなる

図５ 沿わなくなったＫファ
イルと同じ番号の軟ら
かいＫファイルを用い
る

図６ 軟らかいＫファイルで
根管に沿わなくなった
時

図７ 沿わなくなった軟らか
いＫファイルを同じ番
号のNiTi手用ファイル
を用いる

図８ NiTi手用ファイルで根
管に沿わなくなった時

図９ 沿わなくなったNiTi手
用ファイルと同じ番号
のNiTiロータリーファ
イルを用いる

図10 根管形成完成の50番

図③④ B＃60L＃60（ライ
トスピード）

図⑤⑥ 06＃15 図⑦⑧ B＃45L＃50（NiTi
ハンド）根管形成完
成

図⑪⑫ 04＃15

図⑬⑭ 06＃15 図⑮⑯ ＃45（NiTiハンド）
根管形成完成

図①② ４４ WLB19.0㎜
L19.0㎜ 作業長２回
湾曲している根管

図⑨⑩ ７７ ML20.5㎜ DB
16.5㎜ L18.5㎜ 作
業長 30°以上湾曲
している根管
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